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１. は じ め に
周知のように, 中国の農業および水産業は, 1978年代末に開始された改革開放政策のもと
で大きく発展した｡ 中国では, 水産業は広義の農業1)の一分野に含まれるが, この広義の農
業のなかで, 水産業は他の耕種農業 (食糧作物生産などの主要分野) などとの比較において,
もっとも大きく生産が発展した分野といえる｡ 第１表はこの点について, 中国の広義の農業





地域で 15.2 kg, 農村地域で 5.4 kgに達しており, 2003年との比較で, それぞれ13.8％, およ
び15.3％増加した (中華人民共和国国家統計局編 (2014))｡




参照)｡ この養殖漁業の急激なシェア拡大 (＝捕獲漁業のシェア縮小) の要因は後述する｡
この一方, 中国のＷＴＯ加盟 (2001年), 中国と ASEANとの貿易自由化の進展等によっ






1) 中国では, 耕種農業 (狭義の農業, 中国語では ｢種植業｣), 林業, 畜産業, 水産業を合計した ｢広
義の農業｣ 概念がしばしば用いられる｡
2) 中国の ｢広義の農業｣ の中では, 果樹, 水産業, 畜産業などの分野の成長率が相対的に高い｡
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るが, 現実には, これらの生産・流通は, 以下のような大きな二つの問題に直面している｡
① 急速な生産拡大および資源量の減少, 環境破壊等により, とくに非養殖漁業 (捕獲漁
業) の分野では資源枯渇が著しく, 漁獲量が停滞ないしは減少している点｡
② すでにふれたように, 近年中国では養殖漁業の発展が著しいが, とくに内水面養殖に

















農業生産額 農業生産額 林業生産額 畜産業生産額 水産業生産額
1985年 2815.6 1966.7 140.1 479.5 58.1
1990年 8151.2 4702.6 378.4 2045.6 533.2
1995年 20340.9 11884.6 709.9 6045.0 1701.3
2005年 39450.9 19613.4 1425.5 13310.8 4016.1
2010年 69319.8 36941.1 2595.5 20825.7 6422.4
2013年 96995.3 51497.4 3902.4 28435.5 9634.6
1985年 100.0 69.8 5.0 17.0 2.1
1990年 100.0 57.7 4.6 25.2 6.5
1995年 100.0 58.4 3.5 29.7 8.4
2005年 100.0 49.7 3.6 33.7 10.2
2010年 100.0 53.3 3.7 30.0 9.3
2013年 100.0 53.1 4.0 29.3 9.9
資料：中華人民共和国国家統計局編 (2014) から作成｡
には2,517万トンとほぼ倍増し, さらに15年後の2005年には5,108万トンと４倍の規模に増大
した｡ そして, 2013年には6,172万トンに達し, 急速な拡大を遂げたことがわかる｡ こうし
た急速な発展の結果, 現在では, 中国の国別漁業生産量は世界第１位となり, 全世界漁業生
産量の約３割を占めるに至っている｡
また, この第２表からわかるように, 中国の漁業は, ｢養殖業を除く漁業 (いわゆる捕獲
漁業)｣ から ｢養殖漁業｣ への転換が急速に進んでいることがわかる｡ つまり, 前者は1990
年には50.9％のシェアを有していたが, 1995年には46.2％に低下し, さらに2013年には26.4
％に低下している｡ これにたいして, 養殖漁業のシェアは1990年の49.1％から, 1995年に
53.8％に上昇し, さらに2013年には73.6％に達している｡ このように, すでに中国漁業の主




ついて関係資料から作成したものである｡ この表によれば, 1990年に 4258.7 haであった水産
養殖面積は, 2013年は 8321.7 haと, ほぼ倍増している｡ とくに海水面養殖の増大が著しい｡
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第２表 中国の漁業 (海面・内水面漁業の合計) 生産量の推移 (実数, 構成比)
(万トン, ％)
海面・内水



















1990年 1,237 713 551 162 524 79 445
1995年 2,517 1,439 1,027 412 1,078 137 941
2000年 3,707 2,204 1,276 926 1,503 193 1,309
2005年 5,108 2,838 1,454 1,385 2,269 259 2,011
2010年 5,373 2,798 1,315 1,482 2,575 229 2,347
2011年 5,603 2,908 1,357 1,551 2,695 223 2,472
2012年 5,908 3,033 1,390 1,644 2,874 230 2,644
2013年 6,172 3,139 1,400 1,739 3,033 231 2,802
1990年 100.0 57.6 44.5 13.1 42.4 6.4 36.0
1995年 100.0 57.2 40.8 16.4 42.8 5.4 37.4
2000年 100.0 59.5 34.4 25.0 40.5 5.2 35.3
2005年 100.0 55.6 28.5 27.1 44.4 5.1 39.4
2010年 100.0 52.1 24.5 27.6 47.9 4.3 43.7
2011年 100.0 51.9 24.2 27.7 48.1 4.0 44.1
2012年 100.0 51.3 23.5 27.8 48.6 3.9 44.8
2013年 100.0 50.9 22.7 28.2 49.1 3.7 45.4
注：各項目の関係は, Ａ＝Ｂ＋Ｅ, Ｂ＝Ｃ＋Ｄ, Ｅ＝Ｆ＋Ｇ
資料：中華人民共和国国家統計局編 (2015) 211ページから作成｡
２) 甲殻類, 貝類のシェア拡大
また, 第４表は, 魚種別生産量の推移を示した｡ この表によれば, 魚類のシェアが依然と
して大きいものの, そのシェアは1995年の70.7％から2013年の61.0％に低下している｡ この
一方で, 甲殻類および貝類のシェアは増大傾向にある｡ つまり, 甲殻類は1995年の8.4％か
ら2013年の10.4％に, 貝類は1995年の16.4％から2013年の22.4％に拡大している｡ 中国の水
産物の中では, とくに甲殻類 (上海蟹等の養殖カニ類), 貝類の市場価値が高いことから,
生産者の意欲が高く, 生産量が高まっているものと考えられる｡
３) 主要生産省・市・自治区別生産状況
つぎに, 主要生産省・市・自治区別生産状況を示した (第５表参照, 上位５位省・市・自
治区まで)｡ この表によれば, 中国の水産物主要生産地域は18年以上にわたって, 一貫して,






1990年 4258.7(100.0) 428.9(10.1) 3829.8(89.9)
1995年 5385.3(100.0) 715.9(13.3) 4669.4(86.1)
2000年 6508.1(100.0) 1243.2(19.1) 5264.8(80.9)




全 国 漁 業
総 生 産 量
魚 類 甲殻類 貝 類 藻 類 その他
1995年 2517 100.0 1779 70.7 212 8.4 413 16.4 75 3.0 38 1.5
2000年 4278 100.0 2606 60.9 385 9.0 1085 25.4 122 2.9 80 1.9
2005年 5108 100.0 3070 60.1 487 9.5 1214 23.8 154 3.0 183 3.6
2010年 5373 100.0 3132 58.3 559 10.4 1224 22.8 158 2.9 189 3.5
2011年 5603 100.0 3599 64.2 614 11.0 1319 23.5 180 3.2 196 3.5
2012年 5907 100.0 3599 60.9 614 10.4 1319 22.3 180 3.0 196 3.3




んしては, 生産量の全体に占めるシェアは少ないものの, 日本向けが主であるため, ここで























1995 2517 山東省 15.1 広東省 14.1 浙江省 12.6 福建省 10.2 江蘇省 8.7
2000 4278 山東省 16.3 広東省 13.7 浙江省 11.0 福建省 12.3 遼寧省 7.9
2005 5108 山東省 14.4 広東省 13.6 福建省 11.8 浙江省 9.5 遼寧省 8.3
2010 5373 山東省 14.6 広東省 13.6 福建省 10.9 浙江省 8.9 江蘇省 8.6
2011 5603 山東省 14.5 広東省 13.6 福建省 10.8 浙江省 9.2 江蘇省 8.5
2012 5907 山東省 14.3 広東省 13.4 福建省 10.6 浙江省 9.1 江蘇省 8.4






草 魚 ハクレン コクレン 鯉 フ ナ ウナギ
1999年 1422 306 477 205 124 16
2002年 1694 342 510 224 170 16
2008年 2072 371 319 229 235 196 21
2010年 2347 422 361 255 254 222 21
2011年 2472 444 371 267 272 230 21
2012年 2645 478 369 285 290 245 21
1999年 100.0 21.5 33.5 14.4 8.7 1.1
2002年 100.0 20.2 30.1 13.2 10.0 0.9
2008年 100.0 17.9 15.4 11.1 11.3 9.5 1.0
2010年 100.0 18.0 15.4 10.9 10.8 9.5 0.9
2011年 100.0 18.0 15.0 10.8 11.0 9.3 0.8





最大のものは, 沿岸漁業における, 乱獲と環境破壊による水産資源の減少 (＝漁獲量の停滞
ないしは減少) である｡






しており, 大きな危機を迎えているという｡ この記事では, 顕著な減少の要因として, 大別
して以下の２点の要因をあげている｡






② 過度の捕獲によるもの｡ 全国には20万隻もの漁船があり, これが通常操業を行う以外












減少, 上海市農業委員会水産弁公室主任上海漁業の現状を語る)｣ 『中国農業信息網』 中国農業部信息
中心, 2014年４月３日｡




6) ｢2016漁業漁政工作要点｣ 『中国農業信息網』 中国農業部信息中心, 2016年２月５日｡







る11)｡ これによると, 現在の中国産水産物の食品安全問題としては, 以下の２点が指摘でき
るという｡
① 検査対象が一部の業者に限定されており, 多くの水産養殖業者が野放し状態となって
















7) 中国の食品安全問題については, 大島一二編著 (2007), 大島一二 (2015) などに詳しい｡
8) ｢天津市武清区从源把控梳理 保肉制品水品安全 (天津市武清区において, 根源から各段
階をコントロールし, 肉製品, 水産物の安全を確保する)｣ 『中国農業信息網』 中国農業部信息中心,
2015年12月22日, から引用した｡
9) 消毒剤・消毒殺菌剤に分類される｡ 中国語では ｢孔雀石緑｣｡ 養殖漁業では, 魚の白点病や水カビ
病などの治療に用いられる｡ 毒性が強いため, 日本では, 食用の養殖魚に用いることは2005年８月１
日から禁止となった｡ 中国でも禁止薬物に指定されているが, いまだ多くの養殖場で用いられている
模様である｡
10) 抗生物質に分類される｡ 中国語では ｢素｣｡ 中国, 東南アジア諸国では水産養殖に用いられる｡
副作用として, 内服では再生不良性貧血などの症例も報告されている｡
11) ｢農業部漁業局局長李健華在全国水産品質量安全監督工作会議上的講話 (農業部漁業局局長李健華
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of the Marine Products Industry in China
OSHIMA Kazutsugu
Marine products industry has been remarkably developed since 1978 and accelerated economic
growth of rural villages in China. Especially aquaculture made significant progress. While serious
problems happened in fish catch fishery, it has been declined because of environmental pollutions
and overfishing. As for aquaculture products, food safety has been threatened. These issues will
affect development of marine products industry in China and attention should be continuously
paid in future.
